
第1回：モデルとは何か

「モデル」は、複雑な現実に対する「近似」である
モデルは現実そのままの再現ではない
モデルは現実から「真実」を明らかにするための道具
リチャードソンの夢
モデルを用い感度実験によって仮定を定量的に吟味すること
が重要



「モデル」とは何か

「モデル」は、複雑な現実に対する「近似」である。現実そのもの
ではない

「数理モデル」：数学によって記述されたモデル

「数値モデル」：計算機によって計算可能な「数理モデル」

「シミュレーション」：「数値モデル」を計算すること

「モデル」とは、現実のある面を説明するための道具である

「モデル」は現実のある面をより良く説明するために、必ず単純化
されている



単純化を誤ると現実の再現に失敗する
リチャードソンの「夢」

リチャードソンの用いたモデルは、
音波も気象も再現する複雑なモデルであり、
数値計算の精度が不足していた



フォンノイマンによる数値天気予報の成功

(Charney et al. 1950)
近似によって音波を除くなど
現実を単純化したモデル
によって初めて成功



モデルの使い方

対象とする、現実のある部分の再現に成功する

検証するためには、現実のある部分をとりだして検証用のデータ
を作成することが必要となる（観測データの解析）

モデルの仮定を吟味することによって、現実のある部分についての
メカニズムを明らかにすることができる

モデルには、様々な感度実験が付きもの

モデルをいじれなければモデルを使う意味は薄い

自分でモデルを動かし、モデルの利点を最大限引き出せるように
するべきである


